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【論文内容の要旨】 
 本論文は、大阪における沖縄人の戦後経験を明らかにしようとするものである。序章に記されているように、
このテーマは、従来の研究では、沖縄側からは本土への出稼ぎの経験としてとらえられ、大阪側では大阪におけ
るマイノリティの一つの存在形態として分析対象となることが多かった。これらの傾向に対して、申請者は、両
者を、分離した研究領域として別個に考察するのではなく、両者を貫く領域として在阪沖縄人の生活経験を位置
づけようとする。こうした問題意識の底流には、在阪沖縄人の生活経験を、沖縄県という地理的枠組みを越えて
大阪をはじめ本土各地や世界との関係の中で、いわば生きる同時代史の蓄積として考察しようとする観点がある。 
第 1章では疎開を取り上げる。沖縄戦と本土疎開を不可分として考える立場からアジア・太平洋戦争をみると、
本土に渡った沖縄人の戦争体験と戦後体験もまた近代日本における沖縄人のあり方を凝縮的に示し出すことがわ
かる。出稼ぎとは異なる移動の形態としての疎開は、沖縄と沖縄人を歴史の中で、また行政区分を越えた空間的
広がりの中でとらえようとするとき、重要な問題を提起することになる。本章では、証言記録、疎開政策に関わ
った担当者の手記に加えて、とくに九州各地の地方新聞を丹念に集めて分析し、疎開先での待遇変化を明らかに
した。そして九州の中で、たとえば鹿児島から熊本への再疎開がみられたり、あるいは大阪をはじめとする本土
各地への更なる移住が展開していった歴史を明らかにした。つまり戦争疎開という事態は、戦後の生活を営む場
所と関係を規定していったとみるべきであり、ここに戦争疎開の意味が新たに浮かび上がるとともに、沖縄から
の、そして沖縄をめぐる人の移動の諸形態への視点を切り開く方法的提起として位置づけられるのである。 
「鉄くず屋」と題された第 2 章は、戦後直後からの沖縄人の職業の一つである鉄くず屋という生業の成立や具
体的なあり方が検討される。大阪における沖縄人の生業としては、まず製材業や馬力の仕事が記述される。そし
てそれらの生業の継続の中から鉄くず屋が成立するのであり、突然にこの商売が出てきたのではないこと、鉄く
ず屋が立地し職業として展開していくには、沖縄人の集住地域が歴史的に形成されてきた過程が深く結びついて
いたこと、そして生業の展開が血縁・地縁のみならず、「鉄くず縁」とでもよぶべき形で拡大深化する様が論じら
れる。さらに鉄くずを製鋼原料としてとらえて、鉄のリサイクルや鉄鋼生産の大きな枠組みで論じ直し、とくに
鉄鋼大企業と鉄くず問屋、末端の鉄くず業者の関係の立体的な把握が試論的に提起される。 
第 3 章は、大阪市大正区の沖縄人集住地域（とりわけ「クブングァー」とよばれた地域）における立ち退きを
めぐる行政側と住民との闘争を扱う。スラム・クリアランスの問題点の解明といった方法ではなく、闘争に内在
する、という視点が軸として立てられ、政策の展開によって沖縄人の生活世界が脅かされることを人びとがどう
受けとめ、どう克服しようとしたのかが、小林町 4 番地自治会と「北恩加島・小林町くらしを守る会」との協同
と分岐に即して丁寧に追跡される。本章は、運動論としての整理や総括をめざすものではない。むしろ、運動に
よって浮上した課題、そして運動の中で消滅し運動の終息とともに表面から見えなくなっていった課題を「沖縄
人の生活の諸側面」に引きつけて再考するところに力点が置かれている。 
補章では、消滅したクブングァーの痕跡が、本論文の執筆を通じて、徐々に幼少期以後の自分自身の体験とつ
ながってきたことの意味を、心象地図の作成から考察する。地図を参照しながら聞き取りを重ねることによって、
聞く側にも話す側にもそれぞれの生活史が浮かび上がり、それらが地図に上書きされていくプロセスに焦点があ
てられる。また心象地図の作成には、写真も重要な役割を果たすことが、小学校の記念誌などの例を通じて示さ
れる。そしてさまざまな立場の人びとが、各自の心象地図を作成し、自分と地域と社会のありかたを考える思考
の拠点を確保することを呼びかける。 
 終章は、全体を概括するとともに、今後の課題を整理して述べる。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
以上の内容をもつ本論文の特徴の第一は、聞き取りに明確に示された資料収集の充実と分析の力である。鉄く
ず屋関係者を訊ねあて、生活感覚と歴史感覚を重んじながら、聞き取りの内容について深く考察し記述した作業
は、質的豊かさと独創性をもつ。とくにモノを媒介に関係を構想するという視点を一貫させたことによって、あ
る商店に連なる人びとからの聞き取りが血縁だけに収まらず、地縁さらには「鉄くず縁」とよぶ新しい形態の中
で生業の再生産が成立していることを明らかにした点は重要である。「鉄くず縁」とは、人間関係の展開のみなら
ず新たな空間的広がりをも含む独自の概念である。このことは、沖縄人の生活と生業が、奄美出身者、朝鮮人、
本土の人たちとの繋がりの中で成立していることを示し、大正区を地理的に切り取ったり、沖縄と沖縄人をアプ
リオリにとらえる思考方法・研究観点を揺さぶる重要な認識を具体的事例をもって明らかにしたものである。 
 特徴の第二は、地図を持参して話を聞き取る作業の中で、地図が、地名を検索したり位置を確認するためのツ
ールであることを越えて、地図を見る人びと（聞き手も含む）それぞれの心象地図に変貌していくという過程を
具体的に論じている点である。また手書きの地図が人びとの間を移動しながら、その場所にまつわる記憶が喚起
され、その一部が地図の中に書き加えられていく事例は、人びとの間の断絶や歴史的な断絶を直視し、それと向
き合う方法の構築に示唆を与えるものである。 
とはいえ、若干の問題点も存在している。本論文は、在阪沖縄人の戦後経験に関する通史や概説をめざしたも
のではなく、問題発見型のスタイルに徹しているが、全体構成がなお安定的ではなく、各章の関連について一層
の緊密さが求められよう。また鉄くずと鉄くず屋を鉄鋼生産の中に位置づける分析に関しては、金属くず商の許
可などをめぐって、なお調査すべき課題は少なくない。さらに在阪沖縄人の祖先祭祀の形態の推移に注目するこ
とによって、「縁」に関しても一段と深い考察が期待される。 
 しかしこれらの点は、いずれも今後の課題であり、更なる研究によって克服が期待できるものである。よって、
本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
 
